
　　　　※ご参加の際は4/10（火）までに

　　　　　右記QRコード（ryukyu-nyusen@miyara.jp）まで

　　　　　施設名・お名前（代表者名）・参加人数のご連絡をお願いいたします。

 講 演 19：00～20：30 ※講演・質疑応答含む   

    座長：医療法人月桃会宮良クリニック 臨床検査技師 松田優香 

                   

  

日時：平成30年4月20日（金）19：00～20：30 

場所：てだこホール マルチメディア室 

第 2 回 宮良クリニック主催勉強会   

講演概要 

乳がん検診における乳房超音波検査ではカテゴリー３以上の所見をひろい上げることが主な 

検査の目的となる。一方、精密検査施設での乳房超音波検査では検査目的が多岐にわたる。 

１）他院で乳がんと確定診断されている  ２）マンモグラフィで所見があり精査のため        

３）術前マッピング  ４）Second Look US   ５）術前薬物治療の効果判定                     

６）術後の経過観察   

など日常行っている検査について注意点や我々が行っている工夫に関して報告したい。 

また、超音波検診の全国展開が予想される中、超音波診断装置の精度管理は大切である。 

現在１スキャンで撮像できる精度管理ファントムが完成し日常の画像劣化の精度管理を行って

いるので紹介したい。 

 

演者：聖マリアンナ医科大学病院  超音波センター 

               桜井 正児 先生 

『精密検査施設における乳房超音波検査の 

〒沖縄県浦添市仲間1-9-3 TEL:098-942-4360 

工夫と装置の精度管理』 
 


